
==========================名  船  発  掘 〈汽船〉

〈主要目〉貨薯船、北洋汽船所属、鉄製、996総トン、800重量 トン、
主機二連成汽機 1基、最高速力115ノット、旅客定員二等74名、三
等 354名、1864年英ブラックウッド&ヨ ードン社建造 (データは北
洋汽船時代のもの)

敦賀丸

幕末の江戸～大阪航路を走った
「奇捷丸」の後身

北洋汽船時代の敦賀
丸と食堂 (写真提供
=小 林義秀氏)

殉
年
以
上

の
長
寿
を
た
も

つ

こ
の

「名
船
発
机
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
こ
こ
二
年

半
ほ
ど
鉄
道
連
絡
船
を
と
り
あ
げ
て
き
た
が
、
今
回

か
ら
ま
た

一
破
の
船
に
対
象
を
広
げ
て
、
歴
史
に
埋

も
れ
た
名
船
を
発
瓶
し
た
い
．

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
な
か
で
も
極
め
つ
き
の

名
船
、
北
洋
汽
い
の

「敦
賀
九
」
（
つ
る
が
ま
る
）
で

あ
る
．
千
ト
ン
に
少
し
足
り
な
い
小
さ
な
鉄
製
汽
船

だ
が
、
こ
ん
な
に
面
白
い
歴
史
を
も
っ
た
い
は
、　
一

世
紀
半
に
わ
た
る
日
本
の
船
舶
史
の
上
で
も
、
ほ
か

に
み
か
け
な
い
。

ま
ず
、
船
狂
の
長
さ
が
す
ご
い
ｔ
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の

道
＝
所
で
誕
生
し
た
の
が

，
人
六
円

（元
治
元
）
年
．

日
本
で
は
ま
だ
幕
末
で
あ
る
。
発
注
者
は
英
国
研
ｉ

で
、
「
タ
ー
バ
ン
ニ
ョ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
．
恥
名
か

ら
み
て
、
中
円
航
路
の
船
で
あ
ろ
う
．

そ
の
後
、
日
本
、
米
Ｈ
、
Ｈ
本
の
順
に
船
ｉ
を

転
々
．　
一
九
〓
０
年
代
に
は
中
国
船
■
に
売
ら
れ
、

ロ
イ
ズ
船
名
録
に
よ
る
と
、
な
ん
と
第
二
次
大
戦
後

ま
で
生
き
な
が
ら
え
た
．
ロ
イ
ズ
恥
名
録
の
戦
後
の

記
事
に
は
屁
間
が
あ
る
が
、
七
卜
年
以
■
の
長
キ
を

た
も

っ
た
船
で
あ
る
こ
と
は
岡
進
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
同
船
建
造
の
翌
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
誕

■
し
た
鉄
製
汽
船
が
今
も
健
在
で
あ
る
。
も
と
エ
ジ

ブ
ト
の
子
京
ヨ
ッ
ト

「
マ
ハ
ル
ッ
サ
」
（
一千
人
百
二

十
人
総
ト
ン
）
．
冊
柿
は
じ
つ
に
百
三
十
五
歳
．　
一
人
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六
九

（明
治
二
）
年
の
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
式
に
も

参
加
し
た
ｃ
第
ｉ
次
大
戦
後
は
エ
ジ
プ
ト
析
Ｉ
の
練

習
除

「
エ
ル
　
ホ
リ
ヤ
」
と
な
り
、
最
近
は
公
立
学

校
の
ス
ク
ー
ル
シ
ッ
プ
と
し
て
働

い
て
い
る
。

日
本

で
最
初

の
定

期
汽

船

「
タ
ー
パ
ン
ニ
ョ
」
が
Ｈ
本
怖
に
な

っ
た
の
は

一
人

六
大

（慶
応
二
）
年
．
購
入
し
た
の
は
幕
府
で
あ
る
。

初
め
は

「鵬
九
」
⌒お
お
と
り
ま
る
）
と
名
づ
け
ら
れ

た
が
、
す
ぐ
に

「奇
従
丸
」
（き
し
ょ
う
ま
る
）
と
改

名
。
翌
年
、
江
戸
と
大
阪

（当
時
は
大
坂
と
表
記
）

を
紺
ぶ
定
則
航
路
に
北
航
し
た
。
使
数
は
月
三
往
復

で
あ

っ
た
と
い
う
。

初
代

の
船
長
は
Ｗ
賀
い
ｒｌ
。
の
ち
に
梓
府
年
確

「
回
天
」
の
艦
長
に
な
り
、
宮
古
海
戦
の
と
き
に
新
政

府
＝
碓

「
甲
鉄
」
の
ガ
ッ
ト
リ
ン
グ
機
関
砲
に
撃
た

れ
て
壮
烈
な
戦
死
を
と
げ
た
人
物
で
あ
る
。

江
戸
～
大
阪
航
路
の
こ
と
は
、
多
く
の
史
書
に
記

述
が
あ
る
，
迎
帆
に
あ
た

っ
た
の
は
廻
船
米
イ
の
加

納
治
郎
作
ｃ
冊
賃
は

一
人
二
両
で
、
ほ
か
に
食
費
と

し
て

一
Ｈ
に
つ
き
銀
Ｌ
匁
■
分
を
と

っ
た
。

筆
者

の
ト
ラ
の
巻

『加
遅
果
国
史
』
は
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を

「
汽
冊
定
期
船
の
開
祖
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
信
用
す
れ
ば
、
「
奇
批
九
」
は
日
本
れ
赳
史

に
、
初
の
定
畑
汽
船
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

れ
戸
～
大
阪
問
に
は
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら
、
日

本
で
最
初
の
恥
会
社
で
あ
る
廻
漕
会
社
も
、
月
三
往

復
の
定
期
航
路
を
開
設
し
て
い
る
。

汽
船
工
生
を
投
入
。
横
浜
と
神
戸
に
行
港
し
、
エ

泊
四
日
か
け
て
横
浜
～
神
戸
間
を
走

っ
た
。
村
役
日

数
を
プ
ラ
ス
し
た
二
隻
の
運
航
日
数
か
ら
み
る
と
、

「奇
掟
九
」

一
生
で
月
二
往
復
は
、
維
持
が
む
ず
か
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

北
清
航
路

の
パ
イ
オ

ニ
ア

明
治
に
入
っ
て

「奇
捷
九
」
は
い
っ
た
ん
米
国
砧

上
に
売
ら
れ
、
台
湾
出
兵
の
と
き
に
ま
た
日
本
船
に

な
っ
た
。
新
体
名
は

「敦
賀
九
」
。
政
府
が
兵
員
輸
送

の
た
め
輸
入
し
た
十
三
隻
の
う
ち
の

一
生
で
、
紛
争

終
了
後
は
三
菱
会
社
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

「故
賀
丸
」
は
三
菱
時
代
に
も
煙
か
し
い
実
績
を
怖

歴
に
と
ど
め
て
い
る
。
神
戸
を
起
点
に
、
下
関
、
長

崎
を
経
て
、
芝
来
、
天
津
、
十
荘

へ
向
か
う
北
清

（ほ
く
し
ん
）
航
路
に
、
日
本
船
と
し
て
初
め
て
北
航

し
た
の
で
あ
る
。
便
数
は
月

一
往
復
だ

っ
た
。

北
清
航
路
と
は
、
日
本
と
中
円
北
部
の
渤
ル
方
ｌｒｌｉ

を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
総
称
で
、
こ
の
う
ち
神
戸
～
天
洋

航
路
は
、
後
年
、
大
阪
商
船
と
日
本
郵
船

（の
ち
に

は
近
海
郵
船
）
の
看
枚
航
路
に
な
っ
た
．

一
人
人
工

⌒明
治
十
人
）
年
に
は
、
三
菱
と
共
同

述
輸
の
合
併
に
と
も
な
っ
て
日
本
郵
船
に
移
り
、
ト

六
年
間
も
同
社
の
船
と
し
て
働
い
た
。
日
清
戦
争
の

と
き
に
は
陸
年
の
■
用
船
に
も
な
っ
た
。

次
い
で

一
九
〇

一

（明
治
三
十
四
）
年
に
函
館
の

船
主
に
身
売
り
。　
一
九

一
五

（大
正
四
）
年
に
は
石

川
県
七
尾
の
北
洋
汽
船
の
子
に
渡
っ
た
。
ｌｊｌ
社
は
ま

も
な
く
北
洋
商
船
と
社
名
を
改
め
て
い
る
。

晩
年

は
青
函
連
絡
船

に
な
る

こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
は
北
洋
汽
船
時
代
の

「敦
賀

九
」
で
、
本
語
の

「れ
と
船
の
市
科
」
で
お
馴
染
み

の
小
林
義
秀
氏
が
発
見
し
た
絵
葉
書
か
ら
コ
ピ
ー
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
束
書
は
古
瓜
な
食
生

（二

等
食
堂
か
）
の
写
真
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
北

洋
汽
船
の
貨
客
船
と
し
て
就
航
し
た
と
き
に
、
同
社

が
宜
伝
別
に
印
刷
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

航
路
は
伏
木
～
小
樟
間
だ
っ
た
と
思
う
。
北
日
本

汽
船
の
社
史
に
、
北
洋
南
船
が

「伏
榔
航
路
」
を
維

〕雷
し
た
、
と
あ
る
の
が
そ
の
棋
拠
だ
が
ｃ

「敦
賀
丸
」
は
育
函
連
絡
船
に
も
な
っ
た
。

大
Ｉ
期
の
古
両
辻
絡
船
が
多
く
の
チ
ャ
ー
タ
ー
恥

で
支
え
ら
れ
、
「用
船
時
代
の
青
函
航
路
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
は
、
第

一
ｉ
ｔ
ケ
の

「岐
他
九
」
で
仙

れ
た
。
「敦
賀
九
」
も
そ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
の

一
隻

で
、
足
か
け
■
年
間
も
肯
函
航
路
で
活
雌
し
た
ｃ
旅

行
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
助
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
船
ｉ
を
渡
り
歩
い
た
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
研
が
Ｈ
木
船
仲

（壮
後
は
大
辿
締
）
か
ら
湖
え
た

の
は
、　
一
九
十

一

（昭
和
六
）
年
で
あ
る
。

山
田
　
迪
生


